
市議会だより 15

特別委員会調査状況

11・12月の会議日程 ※日程は変更される場合があります。

本会議（開会）
議会運営委員会
本会議（質疑）
本会議（一般質問）（６・７日休会）

予算決算委員会（本会議終了後）
文教環境委員会（分科会）・産業建設委員会（分科会）
総務委員会（分科会）・生活福祉委員会（分科会）
文教環境委員会（分科会）・産業建設委員会（分科会）
総務委員会（分科会）・生活福祉委員会（分科会）
予算決算委員会
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議会運営委員会（本会議終了後）

議会運営委員会・各派代表者会議（議会運営委員会終了後）
広報広聴会議（各派代表者会議終了後）
本会議（閉会）・全員協議会（本会議終了後）　　
議会だより編集会議（全員協議会終了後）
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10：00

10：00

 9：30

○受入れした調査内容の概要

避難タワー（静岡県焼津市）

○防災安全特別委員会

○議会改革特別委員会

　平成25年度に引き続き、「本市の防災安全に関して、総合的な取り
組みや対策等について調査すること」を目的に設置しています。
　執行部より現状及び本年度の事業計画を聴取の上で、今後の調査
研究テーマを協議し、大きく次の2項目に決定しました。

　7月16日の第3回目の委員会で、さらにこの2項目について調査研究し、8月14日には「災害情報の伝
達について」をテーマとして鈴鹿市消防本部及び㈱ケーブルネット鈴鹿との協議を行いました。また、
9月29日に「南海トラフ地震に対する防災対策について」をテーマとして静岡県焼津市へ、同月30日
には「災害情報の伝達について」をテーマとして愛知県安城市へ行政視察を行いました。

　本委員会は、昨年に引き続き「鈴鹿市議会基本条例の趣旨を尊重し、さらなる改革に向けて調査研
究すること」を目的に設置され、次の項目について、調査研究を行うこととなりました。

　新規の調査項目である「通年議会」については、導入することによって、
市政への監視機能の強化、突発的な事態への迅速・適切な対応、委員会活動
の充実と活性化などのメリットがあるとされ、今後、既に取り組まれている
先進議会の例を調査研究していくこととなりました。

①南海トラフ地震の減災について　
②ゲリラ豪雨における浸水対策について

【継続項目】　　　　　　　　　　　【新規項目】
①議員定数と議員報酬について　　①通年議会
②委員会のあり方について　　　　②委員会の情報共有
③役議員の任期について　　　　　③質問の持ち時間制　　
④ＩＣＴの活用について　　　　　④参考人制度・請願者出席の審査方法

24日 議会改革特別委員会


